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議案第１１８号 

世田谷区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する

条例の一部を改正する条例 

 上記の議案を提出する。 

    令和７年６月３日 

    提出者 世田谷区長 保 坂 展 人 

 

（説明） 特定教育・保育施設において副食費等の無償化を実施するため、食事の提 

供に要する費用に関する規定を変更するとともに、特定地域型保育事業の連携施設

を確保する義務に係る経過措置の終了に伴い、当該義務の一部を免除する旨の規定 

を加える必要があるので、本案を提出する。 
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世田谷区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する

条例の一部を改正する条例 

世田谷区特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営の基準等に関する条例

（平成２６年９月世田谷区条例第３７号）の一部を次のように改正する。 

第１３条第４項第３号ア(ｱ)中「教育・保育認定子ども」を「教育・保育給付認定子

ども」に改め、同号ア(ｲ)中「２３５，０００円」を「５７，７００円（令第４条第２

項第６号に規定する特定教育・保育給付認定保護者にあっては、７７，１０１円）」

に改め、同号エを同号オとし、同号ウの次に次のように加える。 

エ アからウまでに掲げるもののほか、世田谷区が認定する満３歳以上教育・保   

育給付認定子どもに対する食事の提供（法第１９条第１号に掲げる小学校就学 

前子どもに該当する教育・保育給付認定子どもに対する食事の提供に要する費 

用のうち、区市町村等の補助等を充当してもなお必要と認められるものを除く。） 

第４２条中第３項を第４項とし、第２項を第３項とし、第１項の次に次の１項を加    

える。 

２ 区長は、児童福祉法第２４条第３項の規定による調整を行うに当たって、特定地

域型保育事業者による特定地域型保育の提供を受けていた満３歳未満保育認定子ど

もを優先的に取り扱う措置その他の特定地域型保育事業者による特定地域型保育の

提供の終了に際して、当該満３歳未満保育認定子どもに係る教育・保育給付認定保

護者の希望に基づき、引き続き必要な教育又は保育が提供されるよう必要な措置を

講じているときは、前項第３号の規定を適用しないこととすることができる。 

附 則 

１ この条例は、令和７年９月１日から施行する。ただし、第４２条中第３項を第４

項とし、第２項を第３項とし、第１項の次に１項を加える改正規定は、公布の日か

ら施行する。 

２ この条例による改正後の第１３条第４項第３号の規定は、令和７年９月以後の月

分の食事の提供に要する費用（同号に規定する費用をいう。以下同じ。）について 

適用し、同月前の月分の食事の提供に要する費用については、なお従前の例による。 

 


